
 1

【中学中間・期末試験問題集(過去問)：数学 3年】 Home [http://www.fdtext.com/dat/ ] 

【】試験問題 A 

□1  次の式を計算しなさい。 
(1) ( )baa 543 −  (2) ( ) ababba 41216 22 ÷−  

(3) ( )( )11 −− yx  (4) ( )( )312 +− aa  

(5) ( )( )54 +− xx  (6) ( )( )yxyx 83 −−  

(7) ( )22+a  (8) ( )24yx −  

(9) ( )27yx −  (10) ( )2yx +−  

(11) ( )( )baba 88 −+  (12) ( )( )2727 +− xx  

(13) ( )( ) ( )2322 +−−+ xxx  (14) ( )( ) ( )( )2121 −−++− xxxx  

[解答欄] 

(1)  (2)  (3)  

(4)  (5)  (6)  

(7)  (8)  (9)  

(10)  (11)  (12)  

(13) 

)
(14)  

[解答](1) aba 1512 2 −  (2) ba 34 −  (3) 1+−− yxxy  (4) 352 2 −+ aa  

(5) 202 −+ xx  (6) 22 2411 yxyx +−  (7) 442 ++ aa  (8) 22 168 yxyx +−  

(9) 22 4914 yxyx +−  (10) 22 2 yxyx +−  (11) 22 64ba −  (12) 449 2 −x  

(13) 136 −− x  (14) xx 22 2 −  
[解説] 

(1) ＊ ( ) acabcba +=+ ， ( ) bcaccba +=+ の公式を使う。 

( ) ( ) ababaaabaa 15125343543 2 −=−×+×=−  

(2) ＊逆数を使って割り算をかけ算になおす。 ( ) ( )
c

bacba 1
×+=÷+  

 逆数は分数の分母・分子を逆にしたもの(例：
1
cc = →

c
1
，

2
3

2
3 xx −=− →

x3
2

− ) 

( ) ( )
ab

ab
ab

ba
ab

abbaababba
4
112

4
116

4
1121641216 222222 ×−×=×−=÷−  
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＝ ba 34 −  

＊(3)，(4)は の公式を使う。 

(3) ( )( ) 111 +−−=−− yxxyyx  

(4) ( )( ) 352362311322312 22 −+=−−+=×−×−×+×=+− aaaaaaaaaaa  

＊(5)，(6)は ( )( ) ( ) abxbaxbxax +++=++ 2
の公式を使う。 

(5) ( )( ) ( ) 20545454 22 −+=×−+−+=+− xxxxxx  

(6) ( )( ) ( ) ( ) ( ) 222 2411838383 yxyxyyxyyxyxyx +−=−×−+−−+=−−  

＊(7)～(10)は ( ) 222 2 bababa ++=+ ， ( ) 222 2 bababa +−=− の公式を使う。 

(7) ( ) 442222 2222 ++=+××+=+ aaaaa  

(8) ( ) ( ) 22222 1684424 yxyxyyxxyx +−=+××−=−  

(9) ( ) ( ) 22222 49147727 yxyxyyxxyx +−=+××−=−  

(10) ( ) ( ) ( ) 22222 22 yxyxyyxxyx +−=+×−×+−=+−  

＊(11)，(12)は ( )( ) 22 bababa −=−+ の公式を使う。 

(11) ( )( ) ( ) 2222 64888 babababa −=−=−+  

(12) ( )( ) ( ) 449272727 222 −=−=+− xxxx  

(13) ( )( ) ( ) ( ) 136964964322 22222 −−=−−−−=++−−=+−−+ xxxxxxxxxx  

(14) ( )( ) ( )( ) xxxxxxxxxx 222322121 222 −=+−+−+=−−++−  

 

 

□2  次の式を因数分解しなさい。 

(1) xx 2510 2 −  (2) 2915 abab −  

(3) 642 −x  (4) 22 1625 ba −  

(5) 24102 −− xx  (6) 962 ++ xx  

(7) 22 2510 yxyx ++  (8) 2092 +− xx  

(9) 2762 −− xx  (10) 93025 2 +− xx  

(11) xaxxa 892 +−  (12) yxy 2−  
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[解答欄] 

(1)  (2)  (3)  

(4)  (5)  (6)  

(7)  (8)  (9)  

(10)  (11)  (12)  

[解答](1) )52(5 −xx  (2) ( )bab 353 −  (3) ( )( )88 −+ xx (4) ( )( )baba 4545 −+  

(5) ( )( )212 +− xx  (6) ( )23+x  (7) ( )25yx +  (8) ( )( )54 −− xx  

(9) ( )( )39 +− xx  (10) ( )235 −x  (11) ( )( )81 −− aax  (12) ( )( )11 +−+ xxy  

[解説] 

＊(1)，(2)は共通因数のくくりだし。 

(1) ( )52555252510 2 −=×−×=− xxxxxxx  

(2) ( )babbabababab 3533353915 2 −=×−×=−  

＊(3)，(4)は ( )( )bababa −+=− 22
の公式を使う。 

(3) ( )( )88864 222 −+=−=− xxxx  

(4) ( ) ( ) ( )( )babababa 4545451625 2222 −+=−=−  

＊(5)，(8)，(9)は ( ) ( )( )bxaxabxbax ++=+++2
の公式を使う。 

(5) かけて 24− ，加えて 10− になる 2数は 12− と2なので， 

( ) ( ) ( )( )2122122122410 22 +−=×−++−+=−− xxxxxx  

＊(6)，(7)，(10)は ( )222 2 bababa +=++ ， ( )222 2 bababa −=+− の公式を使う。 

(6) ( )2222 333296 +=+××+=++ xxxxx  

(7) ( ) ( )22222 55522510 yxyyxxyxyx +=+××+=++  

(8) かけて20，加えて 9− になる 2数は 4− と 5−  

( ) ( ) ( ) ( )( )545454209 22 −−=−×−+−−+=+− xxxxxx  

(9) かけて 27− ，加えて 6− になる 2数は 9− と3  

( ) ( ) ( )( )393939276 22 +−=×−++−+=−− xxxxxx  

(10) ( ) ( )2222 353352593025 −=+××−=+− xxxxx  

＊(11)，(12)では，まず共通因数のくくり出しを行う。 

(11) ( ) ( )( )818989 22 −−=+−=+− aaxaaxxaxxa  

(12) ( ) ( ) ( )( ) ( )( )111111 2222 +−+=−+=−=−=− xxyxxyxyxyyxy  
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□3  次の各問いに答えなさい。 
(1) 次の文章の空欄①～③にあてはまる言葉を下の語群から選び，記号で答えよ。 

 72 ＝2×2×2×3×3 

上の式のように，整数がいくつかの整数の積で表されるとき，その 1つ 1つの数

を，もとの数の( ① )という。 

 また，2，3のように，それよりも小さい自然数の積で表すことができない自然

数を( ② )という。 

(①)の中で，(②)である数を特に，( ③ )という。 

(語群) 

ア 倍数  イ 素数  ウ 因数  エ 関数  オ 素因数 

(2) 素数の中で，最も小さい数を答えよ。 

(3) 10から 20までの数の中で，素数はいくつあるか。 

(4) 次の数を素因数分解せよ。 

  ① 72 ② 252 

(5) 次の計算を，乗法の公式や因数分解を利用して解け。途中の式をすべて書け。 

  ① 88×92 ② 792－212 

(6) x＝203のとき， 962 +− xx の値を求めよ。 
(7) 216にできるだけ小さい自然数をかけて，ある自然数の 2乗にするには，どのよう

な数をかければよいか。 

[解答欄] 

(1)①  ②  ③  (2)  

(3)  (4)①  ②  

(5)①  

 ②  

(6)  (7)  

[解答](1)① ウ ② イ ③ オ (2) 2 (3) 4個 (4)① 23×32 ② 22×32×7  

(5)① 88×92＝(90－2)×(90＋2)＝902－22＝8096 ② 792－212＝(79＋21)×(79－

21)＝100×58＝5800 (6) 40000 (7) 6 
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[解説] 

(1) 1けたの素数 2, 3, 5, 7で順に割っていく。 

右図に示した方法で計算する。 

 

 

 

(2) 1けたの素数は，2，3，5，7 1は素数ではない。 

(3) 100以下の自然数については，約数をもつものは

1 けたの素数 2，3，5，7 のどれかで割り切れる。

逆に言えば，2，3，5，7のいずれでも割り切れない

100以下の自然数は素数である。20までの整数を書き並べて，2の倍数，3の倍数，5

の倍数，7 の倍数を消去すれば，残りが素数になる。10 から 20 までの数の中で素数

であるのは，11，13，17，19の 4個 

(4) 1けたの素数 2, 3, 5, 7で順に割っていく。 

右図に示した方法で計算する。 

(6) ( ) ( ) 400003203396 222 =−=−=+− xxx  

(7) 整数を 2乗した平方数を素因数分解すると，各素因数の指数は偶数になる。 

 例： ( ) 24222 323212 ×=×= で指数 2,4 はいずれも偶数 

したがって，指数部分がすべて偶数になるような一番小さい数をかけてやる。 
33 32216 ×= なので， 32× をかけると指数部分がすべて偶数になる。 

( ) 22224433 363232323232216 =×=×=×××=××  
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□4  下の式のように，連続する 2 つの偶数の積に 1 をたした数は，その間の奇数の

2 乗になる。このことを，下のように証明した。下の空欄にあてはまる式や言葉を答

えなさい。 
  8×10 ＋1 ＝ 9×9 

(証明) 

連続する 2つの偶数を，自然数nを使って，( ア )，( イ )とすると， 

それらの積に 1をたした数は，( ウ )＝ 144 2 ++ nn  ＝( エ )2 
となり，(   オ   )と等しくなる。 

[解答欄] 

(ア)  (イ)  (ウ)  

(エ)  (オ)  

[解答 ](ア ) n2  (イ ) 22 +n  (ウ ) ( ) 1222 ++nn  (エ ) 12 +n  (オ ) n2 と
22 +n の間の奇数の 2乗 

[解説] 

例えば，偶数については 428,326 ×=×= のように2×(整数)と表すことができる。

整数nを使って nn 22 =× と表すことができる。 

連続する 2つの偶数，例えば， 8,6 は 26,6 + と表すことができる。 

小さい方の偶数を n2 とすると，大きい方の偶数は 22 +n と表すことができる。 

 

□5  縦が p，横が p2 の長方形の花壇のまわりに，

右の図のように幅aの道がある。道の面積を S ，道

のまん中を通る線の長さを lとするとき， 
  alS =  

となることを証明しなさい。 

[解答欄] 
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[解答] 

外側の長方形の面積は， ( ) ( ) 22 462222 aappapap ++=+×+  

内側の長方形の面積は，
222 ppp =×  

よって， ( ) 222 2462 paappS −++= ＝
246 aap +  

また， ( ) 22 ×+++= apapl ＝ ap 46 +  なので 
246 aapal +=  

よって， alS = が成り立つ。 

[解説] 

図より， 

AB＝ apapa 222 +=++  

AD＝ apapa 2+=++  

ゆえに(外側の長方形 ABCDの面積) 

＝AD×AB＝ ( )( )apap 222 ++  

＝
2222 4624422 aappaapapp ++=+++  

(内側の長方形 EFGHの面積)＝EH×EF＝ 222 ppp =×  

よって，(道の面積 S )＝(外側の長方形 ABCDの面積)－(内側の長方形 EFGHの面積) 

＝
2222 462462 aappaapp +=−++  

ゆえに，
246 aapS += ･･･① 

次に， lの長さを求める。 

図より，SR＝ apapa +=++ 2
2
12

2
1

，QR＝ apapa +=++
2
1

2
1

 

l＝(SR＋QR)×2＝ ( ) ( ) apapapap 4622322 +=×+=×+++  

よって， ( ) 24646 aapapaal +=+×= ･･･② 

①，②より， alS = が成り立つ。 

(注) 証明問題の解答としては[解答]のように簡潔な書き方でよい。 
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【】試験問題 B 

□1  次の計算をしなさい。 
(1) 6971×  (2) 43215721 ×+×  

(3) 503497×  (4) 22 3565 −  
 [解答欄] 

(1)  (2)  (3)  (4)  

[解答] 

(1) ( ) ( ) 4899149001701701706971 22 =−=−=−×+=×  

(2) ( ) 21001002143572143215721 =×=+×=×+×  

(3) ( ) ( ) 2499919250000350035003500503497 22 =−=−=+×−=×  

(4) ( ) ( ) 300030100356535653565 22 =×=−×+=−  

[解説] 

(1) 17069,17071 −=+= より ( )( ) 22 bababa −=−+ の公式を使うことに気づ

く。 

(2) 43215721 ×+× で21を共通因数と考えてくくり出す。 

(3) 3500503,3500497 +=−= より ( )( ) 22 bababa −=−+ の公式を使うことに

気づく。 

(4) 因数分解の公式 ( )( )bababa −+=− 22
を使う。 

 

□2  次の計算をしなさい。 
(1) ( )532 −ba  (2) ( ) ( )xyx 352 −×+−  

(3) ( ) aaa 3159 2 ÷+  (4) ( ) xxxx 2286 23 ÷+−  

[解答欄] 

(1)  (2)  (3)  

(4)  

[解答](1) aab 106 −  (2) xxyx 1536 2 −+−  (3) 53 +a  (4) 143 2 +− xx  

[解説] 

＊(1)，(2) ( ) acabcba +=+ ， ( ) bcaccba +=+ の公式を使う。 

(1) ( ) ( ) aabababa 1065232532 −=−×+×=−  

(2) ( ) ( ) ( ) ( ) ( ) xxyxxxyxxxyx 153635332352 2 −+−=−×+−×−−×=−×+−  
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＊(3)，(4) ＊逆数を使って割り算をかけ算になおす。 ( ) ( )
c

bacba 1
×+=÷+  

 逆数は分数の分母・分子を逆にしたもの(例：
1
cc = →

c
1
，

2
3

2
3 xx −=− →

x3
2

− ) 

(3) ( ) ( ) 53
3
115

3
19

3
11593159 222 +=×+×=×+=÷+ a

a
a

a
a

a
aaaaa  

(4) 

( ) ( )
x

x
x

x
x

x
x

xxxxxxx
2
12

2
18

2
16

2
12862286 232323 ×+×−×=×+−=÷+−  

  ＝ 143 2 +− xx  
 

 

□3  次の式を展開しなさい。 
(1) ( )( )132 −+ xx  (2) ( )( )baba 432 −−−  

(3) ( )( )54 ++ xx  (4) ( )25+x  

(5) ( )23−x  (6) ( )( )22 −+ xx  

 

[解答欄] 

(1)  (2)  (3)  

(4)  (5)  (6)  

[解答](1) 32 2 −+ xx  (2) 22 456 baba +−−  (3) 2092 ++ xx  

(4) 25102 ++ xx  (5) 962 +− xx  (6) 42 −x  
[解説] 

＊(1)，(2)は の公式を使う。 

(1) 

( )( ) ( ) ( ) 323322133122132 22 −+=−+−=−×+×+−×+×=−+ xxxxxxxxxxx  

(2) ( )( ) ( ) ( ) ( ) ( )bbabbaaababa 434232432 −×−−×−−×+−×=−−−  

    2222 4564386 bababababa +−−=++−−=  
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(3) ＊ ( )( ) ( ) abxbaxbxax +++=++ 2
の公式を使う。 

( )( ) ( ) 209545454 22 ++=×+++=++ xxxxxx  

(4) ＊ ( ) 222 2 bababa ++=+ の公式を使う。 

( ) 25105525 2222 ++=+××+=+ xxxxx  

(5) ＊ ( ) 222 2 bababa +−=− の公式を使う。 

( ) 963323 2222 +−=+××−=− xxxxx  

(6) ＊ ( )( ) 22 bababa −=−+ の公式を使う。 

( )( ) 4222 222 −=−=−+ xxxx  

 

□4  次の式を因数分解しなさい。 
(1) xyx 52 +  (2) aayax +−2  

(3) 562 ++ xx  (4) 862 +− xx  

(5) 25102 +− xx  (6) 362 −x  
[解答欄] 

(1)  (2)  (3)  

(4)  (5)  (6)  

[解答](1) ( )yxx 5+  (2) ( )12 +− yxa  (3) ( )( )51 ++ xx  (4) ( )( )24 −− xx  

(5) ( )25−x  (6) ( )( )66 −+ xx  

[解説] 

＊(1)，(2)は共通因数のくくりだし。 

(1) ( )yxxyxxxxyx 5552 +=×+×=+  

(2) ( ) ( )12122 +−=×+−×+×=+− yxaayaxaaayax  

＊(3)，(4)は ( ) ( )( )bxaxabxbax ++=+++2
の公式を使う。 

(3) かけて5，加えて6になる 2数は1と5  

( ) ( )( )51515156 22 ++=×+++=++ xxxxxx  

(4) かけて8，加えて 6− になる 2数は， 4− と 2−  

( ) ( ) ( ) ( )( )24242486 22 −−=−×−+−−+=+− xxxxxx  

(5) ( )222 2 bababa −=+− の公式を使う。 

( )2222 55522510 −=+××−=+− xxxxx  

(6) ( )( )bababa −+=− 22
の公式を使う。 ( )( )66636 222 −+=−=− xxxx  
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□5  次の数を素因数分解しなさい。 
(1) 90  (2) 36  

(3) 75  (4) 126  

[解答欄] 

(1)  (2)  (3)  

(4)  

[解答](1) 532 2 ××  (2) 22 32 ×  (3) 253×  (4) 732 2 ××  
[解説] 

＊1けたの素数 7,5,3,2 で順に割っていく。下図に示した方法で計算する。 

 

 

 

 

 

 

□6  次の式を展開しなさい。 

(1) ( )24yx +−  (2) ( )( )aa −+ 44  

(3) ( )( ) ( )2376 ++−− aaa  (4) ( )( ) ( )( )5219 +++−+ xxxx  

(5) ( )( ) ( )( )6684 −+−−+ xxxx  

[解答欄] 

(1)  (2)  (3)  

(4)  (5)  (6)  

[解答](1) 22 168 yxyx +−  (2) 162 +− a  (3) 5172 2 +− aa  

(4) 1152 2 ++ xx  (5) 44 +− x  
[解説] 

(1) ( ) 222 2 bababa ++=+ の公式を使う。 

( ) ( ) ( ) ( ) 22222 1684424 yxyxyyxxyx +−=+×−×+−=+−  

(2) ( )( ) 22 bababa −=−+ の公式を使う。 

( )( ) 16444 222 +−=−=−+ aaaa  
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(3) ( )( ) ( ) 5172964213376 2222 +−=++++−=++−− aaaaaaaaa  

(4) ( )( ) ( )( ) 1152107985219 222 ++=+++−+=+++−+ xxxxxxxxxx  

(5) 

( )( ) ( )( ) ( ) 36324363246684 2222 +−−−=−−−−=−+−−+ xxxxxxxxxx 44 +−= x  

 

□7  縦と横の長さが x mの正方形がある。次の問いに答えなさい。 
(1) 縦と横の長さをそれぞれ 2mずつ長くすると，面積はどれだけ増えるか求めなさ

い。 

(2) 縦の長さを 3m長くし，横の長さを 2m短くすると，面積はどれだけ増えるか求

めなさい。 

[解答欄] 

(1)  (2)  

[解答](1) 44 +x (m2)増える (2) 6−x (m2)増える 

[解説] 

(1) (もとの正方形の面積)＝(1辺)2＝
2x m2 

縦と横の長さをそれぞれ 2mずつ長くすると，1辺が 2+x (m)の正方形になるので， 

(新しい正方形の面積)＝(1辺)2＝ ( ) 442222 2222 ++=+××+=+ xxxxx  

ゆえに，(新しい正方形の面積)－(もとの正方形の面積)＝ 

＝
22 44 xxx −++ ＝ 44 +x (m2) 

よって， 44 +x (m2)増える 

 

(2) (もとの正方形の面積)＝(1辺)2＝
2x m2 

縦の長さを 3m 長くし，横の長さを 2m 短くすると，縦が 3+x (m)，横が 2−x (m)

の長方形ができるので， 

(新しい長方形の面積)＝(縦)×(横) 

＝ ( )( ) ( ) ( ) 6232323 22 −+=−×+−+=−+ xxxxxx  

ゆえに，(新しい長方形の面積)－(もとの正方形の面積)＝ 

66 22 −=−−+ xxxx (m2) よって， 6−x (m2)増える 

(注) 6>x のとき 06 >−x なので増加。 6=x のときは0増加するので等しい。 

6<x のときは 06 <−x なので(マイナスの値)だけ増加，すなわち減少する。 
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□8  下の 31から 50までの自然数のうち，素数であるものはどれか。 
 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 

 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 

[解答欄] 

 

[解答]31，37，41，43，47 

[解説] 

7 のように 1 とその数自身以外に約数をもたない整数を素数という。1 は素数にはい

れない。1けたの素数は 2，3，5，7  

100 以下の自然数については，約数をもつものはかならずこの 2，3，5，7 のどれか

で割り切れる。逆に言えば，2，3，5，7

のいずれでも割り切れない 100以下の自然

数は素数である。 

50 までの整数を書き並べて，2 の倍数，3

の倍数，5の倍数，7の倍数を消去すれば，

残りが素数になる。31から 50までの自然

数の中で素数なのは， 31，37，41，43，

47である。 

 

 

□9  次の式を因数分解しなさい。 
(1) 22 25204 yxyx +−  (2) 36123 2 −+ xx  

(3) aaxax 1832 ++−  
[解答欄] 

①  ②  ③  

[解答](1) ( )252 yx −  (2) ( )( )263 −+ xx  (3) ( )( )63 −+− xxa  

[解説] 

(1) ( )222 2 bababa −=+− の公式を使う。 

 ( ) ( ) ( )22222 525522225204 yxyyxxyxyx −=+××−=+−  

＊(2)，(3)共通因数があるものは，まず共通因数でくくる。 
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(2) ( )124336123 22 −+=−+ xxxx  かけて 12− ，加えて4になる 2数は6と 2−  

ゆえに，(式)＝ ( )( )263 −+ xx  

(3) ( )183183 22 −−−=++− xxaaaxax  かけて 18− ，加えて 3− になる 2 数は

6− と3  

 ゆえに，(式)＝ ( )( )63 −+− xxa  

 

 

□10  連続する 2つの整数の 2乗の差は，その 2数の和に等しいことを次のように証

明した。(  )の中にあてはまる数や式を入れなさい。 
＜証明＞ 

2つの整数を小さい方をn，大きい方を( ア )とすると， 

2乗の差は， 

( ア )2－ n 2＝( イ )－n 2 

       ＝( ウ ) 

2数の和は，( ア )＋n＝( エ ) 

したがって，連続する 2つの整数の 2乗の差は，その 2数の和に等しい。 

[解答欄] 

(ア)  (イ)  (ウ)  

(エ)  

[解答](ア) 1+n  (イ) 122 ++ nn  (ウ) 12 +n  (エ) 12 +n  
[解説] 

例えば，連続する 2 つの整数 6,5 は， 15,5 + と表すことができる。小さい方の整数

をnとすると，連続する 2整数は， 1, +nn と表すことができる。 

 

 

□11  162 −+ axx の式が因数分解できるとき，aのとり得る値をすべて求めなさい。

ただし，aの値は整数とする。 
[解答欄] 

 

[解答] 15,6,0,6,15 −−  
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[解説] 

16の約数は，1，2，4，8，16なので因数分解した式で考えられるのは， 
( )( ) ( )( ) ( )( ) ( )( ) ( )( )116,28,44,82,161 −+−+−+−+−+ xxxxxxxxxx であ

る。 

それぞれ展開すると， 1615,166,16,166,1615 22222 −+−+−−−−− xxxxxxxxx  

ゆえにaの値は， 15,6,0,6,15 −−  
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【】試験問題 C 

□1  次の問いに答えなさい。 
(1) 136 −−  を計算しなさい。 

(2) 





−×






−

9
4

8
3

 を計算しなさい。 

(3) 3426 +−+ xx  を計算しなさい。 

(4) ( ) ( )6181236 −÷+− yx  を計算しなさい。 

(5) 





 +−

−





 −

4
212

5
3210 xx

 を計算しなさい。 

(6) yxyx
6
5

3
1

3
2

2
1

−+−  を計算しなさい。 

(7) ( )yx 34 −×  を計算しなさい。 

(8) 方程式 
6
1

4
3

2
1

3
2

−=− xx  を解きなさい。 

(9) 連立方程式 




=+
=+

765
543

yx
yx

 を解きなさい。 

[解答欄] 

(1)  (2)  (3)  

(4)  (5)  (6)  

(7)  (8)  (9)  

[解答](1) 19−  (2) 
6
1
 (3) 52 +x  (4) 326 −+− yx  (5) 127 −x  

(6) yx
2
3

6
5

−  (7) xy12−  (8) 4−=x  (9) 2,1 =−= yx  

[解説] 

(5) ( ) ( ) 127636423322
4

212
5

3210 −=−+−=+−−−=





 +−

−





 − xxxxxxx

 

(6) yxyxyxyxyxyx
2
3

6
5

6
9

6
5

6
5

6
2

6
4

6
3

6
5

3
1

3
2

2
1

−=−=−+−=−+−  
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(8) まず，両辺に12をかけて分母を払う。 

12)
6
1

4
3(12)

2
1

3
2( ×−=×− xx ， 2968 −=− xx ， 6298 +−=− xx ， 4=− x ，

4−=x  

(9) 加減法で計算。 yの係数を12にそろえる。 





=+
=+

765
543

yx
yx
，




×=×+
×=×+

272)65(
353)43(

yx
yx

，




=+
=+

141210
15129

yx
yx

 

下の式から上の式を引くと， yの項が消去されて， 1−=x  

1−=x を最初の式 543 =+ yx に代入して， 2,84,543 ===+− yyy  

 

 

□2  連立方程式 




=+
−=−
5

10
aybx
byax

 の解が 1,2 == yx であるとき， ba, の値を求

めなさい。 

[解答欄] 

 

[解答] 4,3 =−= ba  

[解説] 





=+
−=−
5

10
aybx
byax

に 1,2 == yx を代入すると，




=+
−=−
52

102
ab
ba
 これを ba, の連

立方程式として解くと， 4,3 =−= ba  

 

 

□3  次の問いに答えなさい。 
(1) 次の数の平方根を答えなさい。 

  ① 25    ② 
36
1
  ③ 7    ④ 0  

(2) 1～ 20までの自然数のうち，素数である数は何個あるか答えなさい。 

(3) 次のことがらのうち，下線部分が正しければ○を，誤りがあれば正しくなおしな

さい。 
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  ① 25  は 5±  である。 

  ② 916 −  は 7  に等しい。 

  ③ ( )28−  は 8− である。 

(4) 次の各組の数の大小を，不等号を使って表しなさい。 

  ① 7061    ② 5,3,2   ③ 35,6 −−  

(5) 次の数を a の形に表しなさい。 

  ① 53       ② 25  

(6) 次の数を ba の形に表しなさい。 

  ① 12       ② 32      ③ 242  
(7) 次の数を分母に根号がない形に表しなさい。 

  ① 
3

2
      ② 

8
4
      ③ 

6
2115 +

 

[解答欄] 

(1)①  ②  ③  

④  (2)  (3)①  

②  ③  (4)①  

②  ③  (5)①  

②  (6)①  ②  

③  (7)①  ② 

③ 

[解答](1)① 5±  ② 
6
1

±  ③ 7±  ④ 0  (2) 8個 (3)① 5  ② 等しくない 

③ 8  (4)① 7061 <  ② 352 <<  ③ 356 −<−  (5)① 45  

② 50  (6)① 32  ② 24  ③ 211  (7)① 
3
32
 ② 2  

③ 
2

1410 +
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[解説] 

(1) ＊平方根ときたら±。例えば，2乗して25になる数が 25の平方根なので， 5+ だ
けでなく 5− もはいる。0の平方根は0だけであるが，それ以外の場合は±の 2 通り
がある。また7の平方根のように，整数・分数・小数で表すことができないものは，

7± のように±√を使って平方根を表す。 
(2) 100以下の自然数については，約数をもつものは 1
けたの素数 2，3，5，7 のどれかで割り切れる。逆に
言えば，2，3，5，7 のいずれでも割り切れない 100 以下の自然数は素数である。20
までの整数を書き並べて，2の倍数，3の倍数，5の倍数，7の倍数を消去すれば，残
りが素数になる。1 から 20 までの数の中で素数であるのは， 2，3，5，7，11，13，
17，19の 8個 

(3)① 5525 2 ==  a は0以上でマイナスになることはない。 

② かけ算と割り算については， baba ×=× ， baba ÷=÷ ，
b
a

b
a
=

のように 1つの√の傘の中に入れることができるが，足し算，引き算ではそのような

ことはできない。 

13434916 22 =−=−=−  

③ ( ) 88648 22 ===−  a は0以上でマイナスになることはない。 

(4) ＊√の大小は 2乗して比べる。 ba < なら ba <  

① 7061< なので， 7061 <  
 

②  ( ) 55,93,42
222 ===  954 << な の で 954 <<  ゆ え に

352 <<  

③ 3662 = ， ( ) 3535
2
=  3635 < なので 3635 <  ゆえに 635 <  

両辺の符号を－にすると不等号の向きが逆になるので， 635 −>−  

よって， 356 −<−  

(5)① 455953 =×=  ② 5022525 =×=  
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(6) ＊ baba =2
をつかって√の中を簡単な数にする( 2a ： 49,36,25,16,9,4 ) 

① 32343412 =×=×=  

② 2421621632 =×=×=  

③ 2112112121242 2 =×=×=  
  ＊ 16913,14412,12111 222 === は覚えておいたほうがよい。 

(7) ＊分母に√があるときは，分母・分子にその√をかけて，分母を有理化する。 

①
3
32

33
32

3
2

=
×
×

=  

② 2
2
22

22
22

2
2

22
4

8
4

==
×
×

===  

③  

( )

2
1410

6
143103

6
149109

6
12690

66
62115

6
2115

+
=

+
=

×+×
=

+
=

×
×+

=
+

 

 

 

□4  次の問いに答えなさい。 
(1) 修学旅行の班別行動で北野天満宮，金閣寺，竜安寺，仁和寺の 4ケ所を廻ろうと

思う。廻り方は全部で何通りあるか答えなさい。 

(2) 白玉 3個，赤玉 5個がはいっている袋から玉を 1個取り出すとき，赤玉が出る確

率を求めなさい。 

(3) A，B2つのさいころを同時に投げるとき，出る目の数の積が 12になる確率を求

めなさい。 

[解答欄] 

(1)  (2)  (3)  

[解答](1) 24通り (2) 
8
5
 (3) 

9
1
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[解説] 

(1) 北野天満宮を A，金閣寺を B，竜安寺を C，仁和寺を Dで表す。 

1番目に行く場所の選び方は，ABCDの 4通り 

1番目に Aを選んだ場合，2番目に行く場所の選び方は，BCD

の 3通り。2番目に Bを選んだ場合，3番目に行く場所の選

び方は，CDの 2通り。4番目は 1通り。 

ゆえに， 241234 =××× 通り 

(2) 確率の計算の場合，同じ種類のものも別のものとして計

算する。したがって， 

白 1，白 2，白 3，赤 1，･･･赤 5と異なる 8個の玉が袋に入っていると考える。 

(全体の場合の数)＝8 

(赤玉を取り出す場合の数)＝5 

ゆえに，(赤玉を取り出す確率)＝
8
5

 

(3) Aの目の出方は，1，2，3･･･6の 6通り，Bの目の出方も 6通り。 

ゆえに，(目の出方の全体の場合の数)＝ 3666 =×  

出る目の数の積が 12になる場合は，(A，B)＝(2，6)，(3，4)，(4，3)，(6，2)の 4通

り。 

ゆえに，出る目の数の積が 12になる確率は，
9
1

36
4
=  

 

□5  次の計算をしなさい。 

(1) 112 ×  (2) 630 ÷  

(3) 832 ÷  (4) 1215 ×  

(5) ( ) 273 ×−  (6) 3235 +  

(7) 5753 −  (8) 223525 +−  

(9) 345335 −−+  (10) 512520 +−  

(11) 
5

1
2
5
+  (12) 

3
3

2
3
+  

(13) ( )477 +  (14) ( )236 +  

(15) ( )2102 −  



 22

[解答欄] 

(1)  (2)  (3)  

(4)  (5)  (6)  

(7)  (8)  (9)  

(10)  (11)  (12)  

(13)  (14)  (15)  

[解答](1) 22  (2) 5  (3) 2  (4) 56  (5) 9−  (6) 37  (7) 54−  

(8) 3527 −  (9) 3−  (10) 52−  (11) 
10

57
 (12) 

2
33

 

(13) 747 +  (14) 3223 +  (15) 2252 −  
[解説] 

＊ baba ×=× ，
b
a

b
aba ==÷  同じ√の傘の中に入れる 

＊ baba =2
をつかって√の中を簡単な数にする( 2a ： 49,36,25,16,9,4 など) 

(1) 22112112 =×=×  

(2) 5
6
30

6
30630 ===÷  

(別解) 5630630 =÷=÷  

(3) 24
8
32

8
32832 ====÷  

(別解) 24832832 ==÷=÷  

＊ baba =2  ( bababa =×= 22 ) 

(4) 56523523435312151215 22 =××=××=×××=×=×  

(5) ( ) 93333273273 243 −=−=−=×−=×−=×−  

＊ ( ) 222 baba +=+ ：文字式と同じように同類項はまとめることができる。 
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(6) ( ) 373253235 =+=+  

(7) ( ) 545735753 −=−=−  

(8) ( ) 352735225223525 −=−+=+−  

(9) ( ) ( ) 330343511345335 −=−=−+−=−−+  

＊√の中をもっとも簡単な形にして，同類項を整理する。 

(10) 5555255552512520 22 +−=+×−×=+−  

  ( ) 525152 −=+−=  

＊分母に√があるときは，分母・分子にそのルートをかけて分母を有理化する。 

(11) 
5
5

55
51

5
1

=
×
×

= なので，
10

57
10

52
10

55
5
5

2
5

5
1

2
5

=+=+=+  

(12) 3
3
33

33
33

3
3

==
×
×

= な の で ，

2
33

2
32

2
33

2
3

3
3

2
3

=+=+=+  

(13) ( ) 7474777477 +=×+×=+  

(14) ( ) 322332231218236 22 +=×+×=+=+  

(15) ( ) 2252225222202102 2 −=−×=−=−  

 

 

□6  次の各問いに答えなさい。 

(1) m270 が自然数となる自然数mのうち，もっとも小さいものを求めなさい。 

(2) 5.22 << n をみたす正の整数nの値をすべて求めなさい。 

(3) 58を小数で表したとき，その中の整数部分の数はいくつか答えなさい。 

(4) n421−  の値が整数となるような正の整数nの値をすべて求めなさい。 

(5) 732.13 = として，
27
3
の値を小数第 3位まで求めなさい。 
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[解答欄] 

(1)  (2)  (3)  

(4)  (5)  

[解答](1) 30  (2) 6,5=n  (3) 7  (4) 5,3=n  (5) 577.0  

[解説] 

(1) ＊まず baba =2
をつかって√の中をできるだけ簡単な数にする。 

mmm 303309270 =×=  m30 が自然数となるためには， m30 がある数の
2乗にならなければならない。そのうち最小なのは 30=m  

(2) 5.22 << n の各辺を 2乗すると， 25.64 << n なので，これをみたす正の整数

(自然数) nは 6,5=n  

(3) 648,497 22 ==  

645849 << より， 645849 << なので， 8587 <<  

ゆえに， ･･･.758 = という数になるので，整数部分の数は7になる。 

(4) n421− が整数となるためには， n421− がある整数の 2乗(平方数)にならなけ

ればならない。 21421 ≦n− なので， 

0421 =− n ， 1421 =− n ， 4421 =− n ， 9421 =− n ， 16421 =− n  

それぞれの方程式を解くと，
4
5,3,

4
17,5,

4
21

===== nnnnn  

nは正の整数なので， 5,3=n  

(別解) 

1=n のとき 17421421 =−=− n ， 2=n のとき 13421 =− n ， 3=n の

とき 39421 ==− n ， 4=n のとき 5421 =− n ， 

5=n のとき 11421 ==− n ， 6≧n のときは 0421 <− n  

(5) 
3
3

3
1

33
3

27
3

===  
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【】試験問題 D 

□1  次のことは正しいですか。正しければ○，誤りがあれば[  ]の中の数字や記号

を正しく直しなさい。 
(1) 25の平方根は[5 ]である。 

(2) 16 は[ 4± ]に等しい。 

(3) 77 × は[ 49 ]に等しい。 

(4) 23× は[ 6 ]に等しい。 

(5) ]4.0[ は 2.0 に等しい。 

(6) ( )23− は[ 3− ]に等しい。 

(7) 2− と 3− の大小関係を不等号を使って表すと， 3][2 −<− である。 

(8) 94 + は[ 13 ]に等しい。 
[解答欄] 

(1)  (2)  (3)  

(4)  (5)  (6)  

(7)  (8)  

[解答](1) 5±  (2) 4  (3) 7  (4) 23  (5) 04.0  (6) 3  (7) ＞ (8) 5  
[解説] 

(1) 2乗して25になる数が25の平方根なので， 5+ だけでなく 5− もはいる。0の平
方根は0だけであるが，それ以外の場合は±の 2通りがある。 

(2) 4416 2 ==  a は0以上でマイナスになることはない。 

(3) ( ) 7777
2
==×  

(4) 2323 =×  ( 23× なら 6 ) 

(5) ( ) 04.02.0 2 = なので， 2.004.0 =  

(6) ( ) 3393 22 ===−  a は0以上でマイナスになることはない。 
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(7) 32 < なので 32 <  両辺の符号を－にすると不等号の位向きが逆転して， 

32 −>−  

(8) 5323294 22 =+=+=+  

  かけ算，割り算については， baba ×=× ， baba ÷=÷ とできる 

  が，足し算，引き算では， baba +=+ などとはできない。 
 

□2  次の各問いに答えなさい。 
(1) 次の数の中から，素数をすべて選び出しなさい。 

  8,76,5,4,3,2,1  

(2) 24を素因数分解し，累乗の形で表しなさい。 

(3) 48 を ba の形に直しなさい。 

(4) 
3

2
を分母に根号がない形に表しなさい。 

[解答欄] 

(1)  (2)  (3)  

(4)  

[解答](1) 7,5,3,2  (2) 323 ×  (3) 34  (4) 
3
32

 

[解説] 

(1) 素数は 1とその数以外に約数をもたない数である。例えば，6は１，6以

外にも 2，3などの約数をもつので素数ではない。これに対し，例えば 7は 1，

7以外の約数をもたないので素数である。なお，1は素数には入れない。 

(2) ＊1けたの素数 7,5,3,2 で順に割っていく。 

右図に示した方法で計算する。 

(3) ＊ baba =2
をつかって√の中を簡単な数にする( 2a ： 49,36,25,16,9,4 な

ど) 

   3434343431648 22 =×=×=×=×=  
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(4) 分母に√があるときは，分母・分子にその√をかけて，分母を有理化する。 

3
32

33
32

3
2

=
×
×

=  

 

□3  次の各問いに答えなさい。 
(1) サイコロ 1個を 1回ふったとき，偶数の目が出る確率を求めなさい。 

(2) 次のア～エの文が，正しければ○，正しくなければ×を書きなさい。 

  ア 袋の中に同じ大きさの赤玉が 3個白玉が 2個入っています。この袋の中から 

    1個の玉を取り出すとき，それが赤玉である確率と白玉である確率は等しい。 

  イ 画びょうを投げるとき，針が上を向く確率と下を向く確率は等しい。 

  ウ 2枚のコインを同時に投げるとき，1枚が表で 1枚が裏になる確率と，2枚と 

    も裏になる確率は等しい。 

  エ 52枚 1組のトランプの中から 1枚のカードを引くとき，ダイヤのカードが出 

    る確率と，ハートのカードが出る確率は等しい。 

[解答欄] 

(1)  (2)ア  イ  

ウ  エ  

[解答](1) 
2
1
 (2) ア × イ × ウ × エ ○ 

[解説] 

(1) さいころの目の出方の場合の数は 1～6 の 6 通り。偶数の目の出る場合の数は 2，

4，6の 3通り。ゆえに，(偶数の目が出る確率)＝
2
1

6
3
=  

(2) ア (赤玉の確率)＝
5
3

23
3

=
+
，(白玉の確率)＝

5
2

23
2

=
+

 

イ コインの場合などでは，表の出る確からしさと裏の出る確からしさは同じと考えて

よいが，画びょうの場合の上下が出る確からしさは同じではない。 

ウ 確立の計算では、同じ種類のものであっても区別して考える。2 枚のコインを A，

B とする。全体の場合の数は(A，B)＝(表，表)，(表，裏)，(裏，表)，(裏，裏)の 4 通

り。 
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1枚が表で 1枚が裏になるのは，(表，裏)，(裏，表)の 2通りなので，その確率は
2
1

4
2
=  

2枚とも裏になるのは(裏，裏)の 1通りなので，その確率は
4
1

 

エ (ダイヤが出る確率)＝
4
1

52
13

= ，(ハートが出る確率)＝
4
1

52
13

=  

 

□4  次の計算をしなさい。 

(1) 32 ×  (2) 2366 ÷  

(3) 5418 ×  (4) 2114 ÷  

(5) 555 −  (6) 4554243202 −+−  

(7) ( )182123 +  

[解答欄] 

(1)  (2)  (3)  

(4)  (5)  (6)  

(7)  

[解答](1) 6  (2) 32  (3) 318  (4) 
3
6
 (5) 54  (6) 635 −  

(7) 666 +  
[解説] 

＊ baba ×=× ，
b
a

b
aba ==÷  同じ√の傘の中に入れる 

(1) 63232 =×=×  

(2) 32
2
6

3
6

23
662366 =×==÷  

(別解) ( ) 3226362366 =÷×÷=÷  

＊ baba =2
をつかって√の中を簡単な数にする( 2a ： 49,36,25,16,9,4 など) 
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(3) 3183293229629632369295418 =×=×××=××=×=×××=×  

(別解) 

3183293293229692954185418 22 =×=×=×××=×××=×=×  

(4) 
3
6

33
32

3
2

21
14

21
142114 =

×
×

====÷  

(別解)
3
6

33
32

3
2

21
1421142114 =

×
×

===÷=÷  

＊ ( ) 222 baba +=+ ：文字式と同じように同類項はまとめることができる。 

(5) ( ) 54515555 =×−=−  

＊√の中をもっとも簡単な形にして，同類項を整理する。 

(6) 525220 2 =×= ， 626224 2 =×= ， 636354 2 =×=  

  535345 2 =×= なので， 

635536366544554243202 −=−+−=−+−  

(7) ( ) 666632361832123182123 2 +=×+=×+×=+  

 

 

□5  次の各問いに答えなさい。 
(1) 大小 2個のサイコロを 1回投げたとき，目の和が 6になる確率をを求めなさい。 

(2) 3枚のコインを同時に投げるとき，1枚だけ表が出る確率を求めなさい。 

(3) 男子 2名，女子 3名の中から学級役員を 2名選出したい。男女各 1名ずつになる

確率を求めなさい。 

(4) Aさん，Bさんの 2人でじゃんけんをするとき，あいこになる確率を求めなきい。 

[解答欄] 

(1)  (2)  (3)  

(4)  

[解答](1) 
36
5
 (2) 

8
3
 (3) 

5
3
 (4) 

3
1
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[解説] 

(1) (全体の場合の数)＝6×6＝36通り，目の和が 6になるのは，(1，5)，(2，4)，(3，

3)，(4，2)，(5，1)の 5通り。 

(2) (全体の場合の数)＝2×2×2＝8通り。1枚だけ表になる場合の数は 3通り。 

(3) (全体の場合の数)＝5×4÷2＝10 通り。男女各 1 名ずつ選ぶ場合の数は 2×3＝6

通り。(4) (全体の場合の数)＝3×3＝9通り。あいこになる場合の数は 3通り。 

 

□6  次の各問いに答えなさい。 
(1) 面積が 5cm2の正方形の 1辺の長さを求めなさい。 

(2) 次の数の大小を不等号を使った式に表しなさい。 

  23,26,5 −−−  

(3) 732.13 = ， 477.530 = のとき，次の式の値を求めなさい。 

ア 300     イ 3.0  

(4) 
5

2
2
5
+ を計算しなさい。 

(5) 5のおおよその大きさを小数で表すと，その整数部分は 2(2.･･･)になります。

では， 57 のおおよその数の大きさを小数で表すと，その整数部分はいくつで
しょうか。求める数と，その答えが出てきた考え方を書きなさい。 

[解答欄] 

(1)  (2)  (3)  (4)  

(5)  

[解答](1) 5 cm (2) 23526 −<−<−  (3) ア 32.17  イ 5477.0  

(4) 
10

59
 (5) 648,497 22 ==  

645749 << より， 645749 << なので， 8577 <<  

ゆえに， ･･･.757 = という数になるので，整数部分の数は7になる。 

[解説] 

(1) この正方形の 1辺を x cmとすると， 52 =x  0>x なので 5=x  
(2) 各数を 2乗して比較する 

 ( ) ( ) 2323,2626,255
222 === なので， 26523 <<  
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各辺に 1− をかけると，不等号の向きが逆転して， 26523 −>−>−  

(3) ＊ aa ･････ 1010 =× の形に変形する。 ･･･10 の0の個数は偶数にする。 

例) 3103100300 =×= ， 3010301003000 =×= ， 

310031000030000 =×= ， 301003010000300000 =×=  

＊ a･･･.0 は分数の形にする。分母の0の個数は偶数にする。 

例) 
10
30

100
30

10
33.0 === ，

10
3

100
303.0 ==  

ア 32.17732.1103103100300 =×==×=  

イ 5477.0
10
477.5

10
30

100
30

100
30

10
33.0 ======  

(4) まず，分母の有理化をおこなう。
5
52

55
52

5
2

=
×
×

=  

10
59

10
54

10
55

5
52

2
5

5
2

2
5

=+=+=+  

 

 

□7  □1□2□3□4□5の 5 枚のカードの中から，2 枚のカードを取り出します。先に取り

出した方を十の位，後から取り出した方を一の位とする 2けたの整数を作ります。こ

のとき次の各問いに答えなさい。先に引いたカードはもどさないこととします。 
(1) 2けたの整数は，全部で何個できますか。 

(2) 2けたの整数が，3の倍数になる確率を求めなさい。 

[解答欄] 

(1)  (2)  

[解答](1) 20個 (2) 
5
2

 

[解説] 

(1) 十の位にくるのは 1～5の 5通り。十の位に 1がきたとき 

一の位にくるのは 2，3，4，5の 4通り。 

よって全部で 5×4＝20通り 

(2) 3 の倍数になるのは，12，15，21，24，42，45，51，54 の 8
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通り。ゆえに，(3の倍数になる確率)＝
5
2

20
8
=  

 

 

□8  3本のうち 1本が当たりであるくじを，A，Bの 2人がこの順に 1本ずつ引くと

き，どちらが有利になりますか。途中の考え方も含め答えを書きなさい。(先に A が

引いたくじはもどさないものとします。) 
[解答欄] 

 

 

[解答] 

Aが当たりくじをひく確率は，
3
1

 

Bが当たりくじをひくのは，Aがはずれて Bが当たる場合 

Aがはずれる確率は，
3
2

3
11 =−  

Aがはずれたとき，残ったくじは当たりくじが 1本，はずれくじが 1本なので， 

この状態で当たりくじを引く確率は
2
1

 

ゆえに，Aがはずれて，かつ Bが当たる確率は
3
1

2
1

3
2

=×  

よって，A，Bの当たる確率はともに
3
1
で等しく，どちらが有利ということはない。 
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【】試験問題 E 

□1  次の計算をしなさい。 
(1) ( )baa 534 −  (2) ( )yxx 65 −−  

(3) yyx 15
5
4

3
2

×





 +  (4) ( )yxx 128

4
1

−−  

(5) ( ) 





−÷− 223

5
6126 aaa  (6) ( ) ( )babbaa 24345 −++−−  

(7) ( ) 





 ++− babbaa

3
2624  

[解答欄] 

(1)  (2)  (3)  

(4)  (5)  (6)  

(7)  

[解答](1) aba 2012 2 −  (2) xyx 305 2 +−  (3) 21210 yxy +  (4) xyx 32 2 +−  

(5) 105 +− a  (6) 22 685 baba −−  (7) 22 424 baba +−  
[解説] 

＊(1)～(4) ( ) acabcba +=+ ， ( ) bcaccba +=+ の公式を使う。 

(1) ( ) ( ) ababaaabaa 20125434534 2 −=−×+×=−  

(2) ( ) ( ) xyxyxxxyxx 30565565 2 +−=−×−×−=−−  

(3) 2121015
5
415

3
215

5
4

3
2 yxyyyyxyyx +=×+×=×






 +  

(4) ( ) ( ) xyxyxxxyxx 3212
4
18

4
1128

4
1 2 +−=−×−×−=−−  

＊(5) ＊逆数を使って割り算をかけ算になおす。 ( ) ( )
c

bacba 1
×+=÷+  

 逆数は分数の分母・分子を逆にしたもの(例：
1
cc = →

c
1
，

2
3

2
3 xx −=− →

x3
2

− ) 

(5) ( ) ( ) 





−×−






−×=






−×−=






−÷− 2

2
2

3
2

23223

6
512

6
56

6
5126

5
6126

a
a

a
a

a
aaaaa  

＝ 105 +− a  
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＊(6)，(7) ( ) acabcba +=+ で展開してから同類項をまとめる。 

(6) ( ) ( ) 2222 68561220524345 bababababababbaa −−=−+−=−++−−  

(7) ( ) 2222 4244684
3
2624 bababababababbaa +−=++−=






 ++−  

 

□2  次の乗法公式を完成させなさい。 

(1) ( )( ) =++ bxax  (2) ( ) =+ 2ax  

(3) ( ) =− 2ax  (4) ( )( ) =−+ axax  

[解答欄] 

(1)  (2)  (3)  

(4)  

[解答](1) ( ) abxbax +++2
 (2) 22 2 aaxx ++  (3) 22 2 aaxx +−  

(4) 22 ax −  
 

□3  次の式を展開しなさい。 
(1) ( )( )43 ++ ba  (2) ( )( )1325 −− yx  

(3) ( )( )34 ++ xx  (4) ( )( )312 +− aa  

(5) ( )( )yxyx 533 −+  (6) ( )24−x  

(7) ( )273 +x  (8) 
2

3
1

2
3







 −a  

(9) ( )( )55 −+ xx  (10) ( )( )3232 −+ xx  

(11) ( )( )xx −+ 1010  (12) ( ) ( )( )221 2 −+++ xxx  

(13) ( ) ( )( )yxyxyx −+−+ 3333 2  

[解答欄] 

(1)  (2)  (3)  

(4)  (5)  (6)  

(7)  (8)  (9)  

(10)  (11)  (12)  

(13)  
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[解答](1) 1234 +++ baab  (2) 26515 +−− yxxy  (3) 1272 ++ xx  

(4) 3692 −− aa  (5) 22 5129 yxyx −−  (6) 1682 +− xx  

(7) 49429 2 ++ xx  (8) 
9
1

4
9 2 +− aa  (9) 252 −x  (10) 94 2 −x  

(11) 1002 +− x  (12) 322 2 −+ xx  (13) 21018 yxy +  

[解説] 

＊(1)，(2)は の公式を使う。 

＊(3)～(5)は ( )( ) ( ) abxbaxbxax +++=++ 2
の公式を使う。 

(3) ( )( ) ( ) 127343434 22 ++=×+++=++ xxxxxx  

(4) ( )( ) ( ) ( ) 369312312312 22 −−=×−++−+=+− aaaaaa  

(5) ( )( ) ( ) ( )( ) ( ) 222 5495353533 yxyxyyxyyxyxyx −−=−×+−+=−+  

＊(6)～(7)は ( ) 222 2 bababa ++=+ ， ( ) 222 2 bababa +−=− の公式を使う。 

(6) ( ) 1684424 2222 +−=+××−=− xxxxx  

(7) ( ) ( ) 494297732373 2222 ++=+××+=+ xxxxx  

(8) 
9
1

4
9

3
1

3
1

2
32

2
3

3
1

2
3 2

222

+−=





+××−






=






 − aaaaa  

＊(9)～(11)は ( )( ) 22 bababa −=−+ の公式を使う。 

(9) ( )( ) 25555 222 −=−=−+ xxxx  

(10) ( )( ) ( ) 94323232 222 −=−=−+ xxxx  

(11) ( )( ) 100101010 222 +−=−=−+ xxxx  

(12) ( ) ( )( ) 322412221 2222 −+=−+++=−+++ xxxxxxxx  

(13) ( ) ( )( ) ( )22222 991893333 yxyxyxyxyxyx −−++=−+−+  

＝
22222 101899189 yxyyxyxyx +=+−++  
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□4  次の式を因数分解しなさい。 
(1) xx +2  (2) 22 1812 xyyx −  

(3) 1582 +− xx  (4) 22 187 yxyx −+  

(5) 81182 +− aa  (6) 
9
1

3
22 ++ xx  

(7) 492 −a  (8) 22 9124 yxyx ++  

(9) 27183 2 +− xx  (10) yxyyx 3042 2 −+  

(11) ( ) 65 −−xx  (12) 29 y−  

[解答欄] 

(1)  (2)  (3)  

(4)  (5)  (6)  

(7)  (8)  (9)  

(10)  (11)  (12)  

[解答](1) ( )1+xx  (2) ( )yxxy 326 −  (3) ( )( )53 −− xx  (4) ( )( )yxyx 29 −+  

(5) ( )29−a  (6) 
2

3
1






 +x  (7) ( )( )77 −+ aa  (8) ( )232 yx +  (9) ( )233 −x  

(10) ( )( )352 −+ xxy  (11) ( )( )61 −+ xx  (12) ( )( )33 ++− yy  

[解説] 

＊(1)，(2)は共通因数のくくりだし。 

(1) ( )12 +=+×=+ xxxxxxx  

(2) ( )yxxyyxyxxyxyyx 32636261812 22 −=×−×=−  

＊(3)，(4)は ( ) ( )( )bxaxabxbax ++=+++2
の公式を使う。 

(3) か け て 15 ， 加 え て 8− に な る 2 数 は 3− と 5− な の で ，
( )( )531582 −−=+− xxxx  

(4) かけて 218y− ，加えて y7 になる 2数は y9 と y2− なので， 

( )( )yxyxyxyx 29187 22 −+=−+  

＊(5)，(6)，(8)は ( )222 2 bababa +=++ ， ( )222 2 bababa −=+− の公式を使う。 

 このタイプの特徴は式の両端がともに 2乗の形になっていること。 

(5) ( )2222 99928118 −=+×−=+− aaaaa  
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(6) 
22

22

3
1

3
1

3
12

9
1

3
2







 +=






+×+=++ xxxxx  

＊(7)，(12)は ( )( )bababa −+=− 22
の公式を使う。 

(7) ( )( )77749 222 −+=−=− aaaa  
(8) ( ) ( ) ( )22222 32323229124 yxyxyxyxyx +=+××+=++  
＊(9)，(10)では，まず共通因数のくくり出しを行う。 
(9) ( ) ( ) ( )22222 33332396327183 −=+×−=+−=+− xxxxxxx  
(10) ( ) ( )( )35215223042 22 −+=−+=−+ xxyxxyyxyyx  
(11) ( ) ( )( )616565 2 −+=−−=−− xxxxxx  
(12) ( )( ) ( )( )333339 222 +−+=−+=−=− yyyyyy  
 
 

□5  次の問いに答えなさい。 

(1) 連立方程式




=+
−=−
643
72

yx
yx
を解きなさい 

(2) 




=+
−=−

8
52

aybx
byax
の解が 2,1 == yx になるという。 ba, の値を求めなさい。 

[解答欄] 

(1)  (2)  

[解答](1) 3,2 =−= yx  (2) 2,3 == ba  

[解説] 

(1) 加減法，代入法のどちらで解いてもよいが，ここでは代入法を使う。 

72 −=− yx より 72 += xy ･･･① これをもう 1つの式 643 =+ yx に代入すると， 

( ) 2211,62883,67243 −==++=++ xxxxx ， 2−=x  

①に 2−=x を代入すると， ( ) 3722 =+−×=y  ゆえに， 3,2 =−= yx  

(2) 2,1 == yx が




=+
−=−

8
52

aybx
byax

 の解であることから， 2,1 == yx を代入し

ても 





=+
−=−

8
52

aybx
byax
の式が成り立つ。 代入すると





=+
−=−
82

54
ab
ba

 

代入法を使って解くと， 54 −=− ba より， 54 −= ba ･･･① 

これをもう 1つの式 82 =+ ab に代入すると， 
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( ) 189,8108,8542 ==−+=−+ bbbbb ， 2=b  

2=b を①に代入すると， 3524 =−×=a  ゆえに， 2,3 == ba  

 

□6  次の式を求めなさい。 
(1) 点(l，－4)を通り，傾きが 2の直線の式。 

(2) 2点(－1，4)，(1，－2)を通る直線の式。 

[解答欄] 

(1)  (2)  

[解答](1) 62 −= xy  (2) 13 +−= xy  

[解説] 

(1) 直線の式は baxy += で表すことができる。この場合のaは直線の傾きを表す。 

傾きが2なので，この直線は bxy += 2 とおくことができる。 

点(l，－4)を通るので， 4,1 −== yx を bxy += 2 に代入して， b+=− 24 が成り

立つ。 

これを解くと 6−=b  ゆえに，求める直線の式は 62 −= xy  

(2) この直線を baxy += とおく。 

点(－1，4)を通るので， 4,1 =−= yx を baxy += に代入して， ba +−=4 ･･･①

が成り立つ。また，点(1，－2)についても同様にして， ba +=− 2 ･･･② 

①，②の連立方程式を加減法で解く。①＋②より， b22 = ， 1=b  

②に 1=b を代入して， 12 +=− a ， 3−=a  

ゆえに，求める直線の式は， 13 +−= xy  

 

□7  右の図のように，2 つの直線 4−= xy ，

52 +−= xy の交点を A，2 つの直線が y軸と交わる
点をそれぞれ B，Cとするとき，次の問いに答えなさ

い。 
(1) 交点 Aの座標を求めなさい。 

(2) △ABCの面積を求めなさい。 

(3) 点 Bを通り，△ABCの面積を 2等分する直線の

式を求めなさい。 
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[解答欄] 

(1)  (2)  (3)  

[解答](1) (3，－1) (2) 
2
27
 (3) 44 −= xy  

[解説] 

(1) 2つの直線 4−= xy ， 52 +−= xy の交点は，連立方程式




+−=
−=

52
4

xy
xy

 を解い

たときの解になる。 4−= xy を 52 +−= xy に代入すると， 

93,524 =+−=− xxx ， 3=x  これを 4−= xy に代入すると， 143 −=−=y  

連立方程式の解が 3=x ， 1−=y なので交点の座標は(3，－1)となる。 

(2) BCを底辺とすると，高さは A点の x座標と等しくなる。 

点 Cの y座標は 52 +−= xy の y切片なので， 5=y  

点 Bの y座標は 4−= xy の y切片なので， 4−=y  

ゆえに，BC＝ ( ) 945 =−− ，(1)より Bの座標は(3，－1)なので高さは3  

ゆえに，(△ABCの面積)＝
2
1
×BC×(高さ)＝

2
2739

2
1

=××  

(3) 点 Bを通り，△ABCの面積を 2等分する直線は ACの中点を通る。 

(1)より A(3，－1)，点 Cは 52 +−= xy の y切片なので C(0，5) 

A(3，－1)，な C(0，5)の中点は 





=






 +−+ 2,

2
3

2
51,

2
03

 

＊直線の式は baxy += とおくことができるが，bは y切片(直線が y軸と交わる点
の y座標)をあらわす。 

＊2点 ( ) ( )2211 ,,, yxyx の中点の座標は， 





 ++

2
,

2
2121 yyxx

 

点 Bは 4−= xy の y切片でもあるので， y座標は 4−  

求める直線も B点を通るので y切片が 4− なので， 4−= axy とおくことができる。 

この 4−= axy は中点 





 2,

2
3
を通るので， 2,

2
3

== yx を 4−= axy に代入して， 

123,834,4
2
32 =−=−= aaa ， 4=a  

よって求める直線の式は 44 −= xy  
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□8  1から 4までの数字が 1つずつ書かれた 4枚のカードがある。それをよくきり，

2枚のカードを 1枚ずつ順にひいて，はじめにひいたカードを十の位，次にひいたカ

ードを一の位として 2枚のカードを並べ，2けたの整数を作る。次の問いに答えなさ

い。 
(1) 十の位の数字が一の位の数字より大きくなる場合は，何通りあるか。 

(2) できた整数が，3の倍数となる確率を求めなさい． 

[解答欄] 

(1)  (2)  (3)  

[解答](1) 6通り (2) 
3
1

 

[解説] 

(1) 十の位の数字が一の位の数字より大きくなる場合は， 

(一の位，十の位)＝(1，2)，(1，3)，(1，4)，(2，3)，(2，4)，(3，4)の 6通りである。 

(2) まず，できる 2けたの整数の場合の数を求める。 

十の位にくる数は 1，2，3，4の 4通り。 

十の位に 1がきたとき，一の位にくる数は 2，3，4の 3通り。 

十の位に 2，3，4がきたときも，同様にそれぞれ 3通り。 

よって，全体の場合の数は， 1234 =× 通り。 

次にできる 2けたの整数が 3の倍数になるのは， 

(一の位，十の位)＝(1，2)，(2，1)，(2，4)，(4，2)の 4通り 

ゆえに，できた整数が，3の倍数となる確率は
3
1

12
4
=  
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【】試験問題 F 

□1  次の数の平方根を答えよ。 
(1) 4    (2) 3   (3) 0.09 

[解答欄] 

(1)  (2)  (3)  

[解答](1) 2±  (2) ± 3  (3) 3.0±  
[解説] 

平方根ときたら±。例えば，2乗して4になる数が4の平方根なので， 2+ だけでな
く 2− もはいる。 2+ と 2− をまとめて 2± と書く。0の平方根は0だけであるが，
それ以外の場合は±の 2通りがある。また3の平方根のように，整数・分数・小数で

表すことができないものは， 3± のように±√を使って平方根を表す。 
 

 

□2  次のうち，正しいものは○を，正しくないものは下線の部分を正しくなおして
解答欄に記入せよ。 

(1) 25＝±5 である。 (2) ( )26− ＝－6 である。 

(3) 0の平方根は 0である。 

[解答欄] 

(1)  (2)  (3)  

[解答](1) 5 (2) 6 (3) ○ 

[解説] 

(1) 5525 2 ==  a は0以上でマイナスになることはない。 

(2) ( ) 66366 22 ===−  

(3) 正の数aの平方根は a+ と a− の 2つだが，0の平方根は0の 1個だけ。 
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□3  次の各問いに答えよ。 
(1) 15以下の素数をすべて答えよ。 

(2) 素数の因数を何というか。 

[解答欄] 

(1)  (2)  

[解答](1) 2，3，5，7，11，13 (2) 素因数 

[解説] 

(1) 7のように 1とその数自身以外に約数をもたない整数を素数という。1は素数には
いれない。1けたの素数は 2，3，5，7  
100 以下の自然数については，約数をもつものは
1けたの素数 2，3，5，7のどれかで割り切れる。
逆に言えば，2，3，5，7のいずれでも割り切れな
い 100以下の自然数は素数である。20までの整数を書き並べて，2の倍数，3の倍数，
5の倍数，7の倍数を消去すれば，残りが素数になる。15以下の素数は，2，3，5，7，
11，13 
(2) 4312 ×= のように，ある数を約数の積の形で表したとき，その約数(この場合は3
と 4 )を12の因数という。特に，その因数が素数であるものを素因数という。この場
合の3は素因数。また， 22312 ×= のように，ある整数を素数の積の形にすることを

素因数分解という。 
 

 

□4  次の数の大小を不等号を使って表せ。 

(1) 15,4   (2) 32,5,2 −−−  

[解答欄] 

(1)  (2)  

[解答](1) 415 <  (2) 2532 −<−<−  
[解説] 

＊√の大小は 2乗して比べる。 ba < なら ba <  

(1) 1642 = ， ( ) 1515
2
=  1615 < なので 1615 < ，ゆえに 415 <  
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(2) ( ) ( ) 1232,55,42
222 ===  1254 << なので 1254 <<  

  ゆえに 3252 << ，各辺の符号を－にすると，不等号の向きが逆転して， 

3252 −>−>−  ゆえに， 2532 −<−<−  
 

 

□5  次の式にあてはまる素数aをすべて求めよ。 

  9.46.3 << a  
[解答欄] 

 

[解答] 23,19,17,13  

[解説] 

9.46.3 << a の各辺を 2乗すると， 01.2496.12 << a  
この間にある素数を求めると， 23,19,17,13  

 

 

□6  次の各問いに答えよ。 
(1) 555を素因数分解せよ。 

(2) 23 を a の形になおしなさい。 

(3) 次の数を ba の形になおしなさい。 

① 28    ② 72  
(4) 次の数を分母に根号がない形に表せ(分母を有理化せよ)。 

  ① 
5
3
    ② 

8
6

 

[解答欄] 

(1)  (2)  (3)①  

②  (4)①  ②  

[解答](1) 3753 ××  (2) 18  (3)① 72  ② 26  (4)① 
5
15
 ② 

2
23
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[解説] 

(1) 素因数分解するときは，1けたの素数 7,5,3,2 で割っていく。 

37531853555 ××=×=  

(2) 18232323 22 =×=×=  

(3) ＊ baba =2
をつかって√の中を簡単な数にする( 2a ： 49,36,25,16,9,4 な

ど) 

① 727272727428 22 =×=×=×=×=  

② 2626262623672 22 =×=×=×=×=  

(4) ＊分母に√があるときは，分母・分子にそのルートをかけて分母を有理化する。 

① 
5
15

55
53

5
3

×
×

=  

② 
2
23

22
23

2
3

22
6

8
6

=
×
×

=== (分母の√が簡単になるときは，先に簡単に

する) 

 

 

□7  次の計算をせよ。 

(1) 232 ×  (2) 727 ÷  

(3) 6236334 +−−  (4) 502 +  

(5) 122532 +−  (6) 
5

1
2
5
+  

(7) 
2
324 −  (8) ( )2232 +  

(9) ( ) 50236 +−  
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[解答欄] 

(1)  (2)  (3)  

(4)  (5)  (6)  

(7)  (8)  (9)  

[解答](1) 8  (2) 14  (3) 633 −  (4) 26  (5) 322 +−  (6) 
10

57
 

(7) 
2
63
 (8) 226 +  (9) 3228 −  

[解説] 

＊ baba ×=× ，
b
a

b
aba ==÷  同じ√の傘の中に入れる 

(1) 864232232 ==×=×  

(2) 14
7
147

77
727

7
27727 ==

×
×

==÷  

＊ ( ) 222 baba +=+ ：文字式と同じように同類項はまとめることができる。 

(3) ( ) ( ) 6336233146236334 −=+−+−=+−−  

＊√の中をもっとも簡単な形にして，同類項を整理する。 

(4) 2522550 =×=  ゆえに， ( ) 26251252502 =+=+=+  

(5) 2421632 =×= ， 323412 =×=  

( ) 32232254322524122532 +−=+−=+−=+−  

(6) ＊まず分母の有理化を行う。
5
5

55
51

5
1

=
×
×

=  

10
57

10
52

10
55

5
5

2
5

5
1

2
5

=+=+=+  

(7) 626424 =×= ，
2
6

4
6

22
23

2
3

==
×
×

=  

2
63

2
6

2
64

2
662

2
324 =−=−=−  

(8) ( ) 226222232232 +=+×=+  
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(9) ( ) 253223225263650236 22 +×−×=×+×−×=+−  

  ＝ ( ) 322832253253223 −=−+=+−  

 

 

□8  732.13 = ， 236.25 = として次の値を求めよ。 

(1) 300  (2) 05.0  
[解答欄] 

(1)  (2)  

[解答](1) 32.17  (2) 2236.0  

[解説] 

(1) ＊ aa ･････ 1010 =× の形に変形する。 ･･･10 の0の個数は偶数にする。 

例) 3010301003000 =×= ， 310031000030000 =×= ， 

  301003010000300000 =×=  

32.173103100300 ==×=  

(2) 2236.0
10

5
100
505.0 ===  

 

□9  次の各問いに答えよ。 
(1) 半径が 2mと 4mの 2つの円がある。面積が，この 2円の面積の和になる円をつ

くるには，その半径をいくらにすればよいか。 

(2) a324 − の値が整数となるような自然数aの値をすべて求めよ。 
(3) 360をできるだけ小さい自然数でわって，余りがなく，商が自然数の平方になる

ようにしたい。どんな数で割ればよいか求めよ。 

[解答欄] 

(1)  (2)  (3)  

[解答](1) 52 m (2) 5，8 (3) 10 
[解説] 

(1) 求める半径を x mとすると， 2164 xπππ =+ ， 202 =x  

よって 525420 ±=×±=±=x  0>x なので 52=x  
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(2) a324 − が整数となるためには， a324 − がある整数の 2乗になることが必要。 

24324 <− a なので，これを満たすのは，
222 4,3,2,1,0324 =− a のとき。 

0324 =− a のとき， 243 −=− a ， 8=a  

1324 =− a のとき， 233,2413 −=−−=− aa ，
3
23

=a  

22324 =− a のとき， 203,2443 −=−−=− aa ，
3
20

=a  

23324 =− a のとき， 153,2493 −=−−=− aa ， 5=a  

24324 =− a のとき， 83,24163 −=−−=− aa ，
3
8

=a  

このうちaが整数になるのは， 8,5=a  

(3) 532360 23 ××=  平方数になるためには各因数の指数が偶数にならなければな

らない。両辺を 52× でわると， 222 632
52

360
=×=

×
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